
 

 

 

 

 



【予想のコンセプト】 

京都開催のきさらぎ賞では、 

直線が長いコースの１８００ｍに勝利実績がある事が 

重要なファクターとなっております。 

 

そして、今の京都外回り（１６００ｍ・１８００ｍ）では、 

主流血統が末脚を発揮しにくく、ダートでも走れるような 

米国型指向の強い血統馬に有利に働く「パワー重視」の 

トラックバイアスが見受けられます。 

 

という事で、あえて人気薄のダート血統馬を 

馬券の中心に据えて、大物釣りを狙って参ります。 

 

【予想見解】 

◎３番ウォーターリヒト 

父：ドレフォン（米ストームバード系） 

母父：ヴィクトワールピサ（Ｔサンデー系） 

 

牝系ファミリーは、若干ダートに傾いた適性を持ち、 

芝のＯＰクラス好走馬は、１６００ｍ～２０００ｍを得意としております。 

 

近親では、母の全妹レッドアネモスが 

白百合Ｓ（京都芝１８００外）と、Ｇ３クイーンＳ（札幌芝１８００）を勝ち、 



アグネスアークは、Ｇ２毎日王冠（東京芝１８００ｍ）２着の実績があります。 

 

前走のシンザン記念で、ブービー人気ながらも 

上り最速の末脚で追込み３着に激走した事はフロックではなく、 

今年のパワー重視の京都コースが合っているからだと考えます。 

 

 

○４番ヴェロキラプトル 

父：スワーヴリチャード（ハーツクライ系） 

母父：ジャイアンツコーズウェイ 

祖母父：ヌレイエフ 

 

母の兄弟姉妹５頭は、全て欧州の重賞好走馬ですが、 

日本の馬場ではスピードが足りず、本馬の兄と姉は 

どちらもダートで勝ち上がっております。 

 

本馬の場合は、父の影響が強く出たようで 

芝で２勝を挙げており、スワーヴリチャードは、 

芝１８００ｍが超得意な産駒を多く出す 

非根幹距離種牡馬の風情が見受けられます。 

 

スワーヴリチャード産駒「芝１８００ｍ実績」 

【１０・９・６・２２/４７】 



勝率２１.３％ 単回率３３４％ 

複率５３.２％ 複回率１０１％ 

 

特にゴール前に急坂が無い１８００ｍを得意としており 

札幌・函館：複率１００％ 

東京：複率８０％ 

京都：複率８０％ 

 

洋芝の北海道を最も得意とするという事は、 

恐らく今の京都も合っていると考えられます。 

 

 

★２番インザモーメント 

父：キズナ（ディープ系） 

母父：カーリン（米ミスプロ系） 

 

キズナはダート適性の高い非根幹距離型種牡馬。 

母父のカーリンは、ドバイワールドカップの他 

米国のダートＧ１を６勝した「ダートの名馬」。 

 

牝系ファミリーは、芝とダートの勝ち数が互角の 

芝・砂兼用タイプの一族となっております。 

 



芝の場合は、１８００ｍと２２００ｍの好走率が高く、 

全兄のリビアングラスは、Ｇ２京都新聞杯（京都２２００ｍ）で 

７人気３着と激走し、次走の阿賀野川特別（新潟２２００）を快勝。 

いかにも「非根幹ファミリー」の一員らしい実績を持っております。 

 

重賞で通用するかどうかは、走ってみないと分かりませんが、 

全兄と同程度の能力を持ち合わせていれば、Ｇ３程度なら 

通用する可能性があると見ております。 

 

【馬券】 

EZ-WIN推奨馬券 

馬連・ワイド・３連単３頭ボックス 

８番・９番・１２番 

 

くまもん馬券 

馬連・ワイドフォーメーション 

３・４－２・３・４・９ 

 

３連単３頭ボックス 

２・３・４ 

 

３連複フォーメーション２７点 

３－２・４・９－総流し 


